
 

  



前回までのあらすじ 

 

 水泳部部長のハジメは撮られた写真や動画で脅され、対立していた監督、後

輩の田中、SMバーのマスターの 3人に無理やり調教される。 

 後輩の橋本や羽田、親友の米田の前で奴隷としてさらされたり、SMバーで

のバイトの強要、知らない男たちに輪姦され、更におとされていった。 

 ハジメとハジメより先に奴隷にされていた後輩の木村の他、監督に新たに目

をつけられた後輩の羽田、親友の米田等も次々と監督の餌食にされていく中、

ハジメは強制されていた SMバーのバイトを辞めさせられ、売り専のバイトを

強制されるようになる。そこでは尊敬していた元水泳部部長の先輩の悲惨な姿

を目撃してしまう。 

 売り専バイトの研修と称し乳首ピアスをあけられ、絵具によるメッシープレ

イをさせられたり、精神的調教のため公衆の面前での過激な露出、母の前での

晒し等さらに追い詰められていったハジメ。 

 ハジメは希望が見えない中、自分の運命を受け入れ始めていく、、、。 

 

  

  



これまでの登場人物 

 

 

S 側 

 

SMバーマスター：監督と通じており、ベテランの調教師。 

水泳部監督：部員にパワハラをしており、ハジメと対立していた。ご主人様。 

田中（後輩２年）：監督と仲が良く、本人も同期の木村をパシリにしたりして

いた。 

橋本（後輩１年）：監督と田中がハジメを虐める際ノリよく参加。 

 

 

M側 

 

近藤ハジメ（水泳部部長）：主人公。正義感強く、パワハラやいじめにあってい

る部員を助けていた部長。 

木村（後輩２年）：ハジメ同様弱みを握られ無理やり奴隷にされてしまった。 

羽田（後輩１年）：ハジメへのいじめに積極的でなく新たな標的にされた。 

米田（親友）：ハジメの学科の同級生。野球部エース。監督がハジメのメッセン

ジャーをチェックしている際に米田のことを知り、外見も気に入り、新たな獲

物とした。 

田辺（水泳部OB） ハジメが尊敬していた元部長。ハジメと同じく正義感が

強く、人望も厚い部長だった。 

  



日常 

 

 売り専での研修を受けた日以降、ハジメは売り専に泊まり込むことが多くな

った。というのも、大学以外の時間はすべて監督の金稼ぎの道具にさせられて

いるのだ。 

 部活はピアスをつけられてしまったこともあり、退部させられてしまった。

水泳をやりたくて今の大学に入ったのにまさかこんな未来が待っているとは思

いもしなかった。ピアスはファーストピアスがはずされ、今はリング状のピア

スに変えられている。リングを引っ張ると今まで以上の快楽が得られるように

なっている。  

 売り専にある個室はかなり狭く、牢屋のように外から錠がかけられている。

また監視カメラが設置されており、24 時間その部屋にいる間は監視されてい

る。そんな状況でもトイレは部屋の中に置かれているバケツにすべてしなけれ

ばならない。 

 監督やスタッフに自分の脱糞するところを日常的に見られていると思うと、

とても情けないが、、、、それにすら興奮してしまう。 

 

 脱糞させていただきます！ 

 

 そう宣言してからカメラ目線で脱糞しなければならないのだ。糞をしなが

ら、自分が犬や家畜と同じ、、、いやそれ以下の存在であると思い知らされる。

木村や田辺先輩がこうしている姿を想像し、自然と勃起してしまうハジメ。 

 食事は定期的にスタッフが運んでくるが、扉の外に犬の餌用の容器がおか

れ、一部開閉できる扉の下部から首だけを出し、犬のように食べる。ふと、音

のする方を見ると「ワン！ワン！」と鳴きながら嬉しそうにがっついている田

辺先輩や木村が見える。木村はまだ大学にいっていると思われるが、田辺先輩

は会社もやめさせられ、家族との縁も切らされ、ずっとここにいるそうだ。他

のことを考えずに、ただ犬以下の存在として過ごしていく人生というのはどう

なのだろう、、、。幸せなのか、、、。そんなことを考えながら先輩を見ている。 

 営業が始まる前に檻から出され、体を洗浄される。予約制のスカトロプレイ

希望客に当たらない限りは尻の中も徹底的に洗浄される。イケメンの男たちが



突き出した尻を並べ、浣腸を突っ込まれ、一斉に放出する様は圧巻だ。 

 洗浄が終わると、与えられた下着や首輪、バイブ等を身に着け、例の透明な

ガラス製のボックスの中に入る。客に指名されるようそのボックスの中で思い

思いにアピールしなければならない。ボックスに入ると、すぐに気体が充満

し、理性を奪われていく。客から指名されない限りはその透明ボックスの中で

理性をとばされながら延々と踊り狂うのだ。 

 その中で踊っていると、自分が男に体を売って生きている売春夫であると改

めて自覚させられる。自分は何て変態なんだろう、もっと淫乱になりたい、も

っと見てほしいという気持ちが増幅されていく。すべてがどうでもよくなり、

快楽に忠実になっていく。あの田辺先輩があんな人形のようになってしまった

のも、納得がいった、、、、、。 

 見せてもらった店のHPにはボーイ達の身体写真、顔写真、モザイクをかけ

てペニスやアナルの写真、またこれまでのプレイ写真等が掲載されている。ハ

ジメのところだけ、まだプレイ写真はかなり少ない。 

 こんなの俺のこと知ってるやつに見られたら、、、。そう考えたこともあった

が、母や親友にさらされてしまったハジメにとって、もはやそれが、監督から

逃げ出すというモチベーションにもならない。ただ、従うだけだ。ハジメの顔

写真は部活で撮られたものであり、その写真の中のハジメは希望に満ちた目で

微笑んでいた、、、、。 

 

 

 


